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【目的 】 触 覚 刺 激 時 に お け る 第 二 次 体 性 感 覚 野 の 活 動 を 明

らか にす る 。 【対 象 お よ び方 法 】 対 象 は 健 常 男 性9名(29,7

±10.1歳)で あ っ た 。306チ ャ ネ ル 全 頭 型脳 磁 界 計 測 装 置

(Neuromag)を 使 用 し,右 示 指 先 端 の 触 覚 刺 激 時 に お け る

体 性 感 覚 誘 発 磁 界(SEF)を 計 測 した 。 触 覚 刺 激 に は,非

磁 性 体 で 作 成 され た触 覚 刺 激 装 置 を利 用 し,点 字 様 の4本

の ピ ン を利 用 して,0.5Hzの 頻 度 で 刺 激 した。4本 の ピ ン

は 一 辺 が2.4mmの 正 方 形 に な る よ う に 設 定 し,刺 激 時 間

は1000msecと した 。SEFの 解 析 に は刺 激 開 始 を トリガ ー

と して刺 激 開 始50msec前 か ら刺 激 後2000msecま で の 期

間 を対 象 と して オ ンラ イ ンで300回 以 上 の加 算 平 均 を行 っ

た。 【結 果 】 刺 激 後55.9士1.85msecと1056.4±14.Emsec

に 明確 な 波 形 が 記 録 され,電 流 発 生 源 は 反 対 側 一 次感覚野

で あ っ た 。 さ らに,刺 激 後168.9±34.5msecお よ び1170.7

±39.0msecに 刺 激 側 と同 側 に 明 確 な波 形 が 認 め ら れ,電

流 発 生 源 は 第二 次 体 性 感 覚 野 で あ っ た。


